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清掃・リサイクル施設再整備に伴う検討状況について 

 

１ 主旨 

エコプラザ用賀施設を活用した新たな清掃・リサイクル施設の整備に向けた検討の進捗状

況について報告する。 

 

２ 施設の状況 

   名 称 等 エコプラザ用賀（世田谷区用賀４－７－１） 

   敷 地 面 積 ２６３３．９７㎡ 

   延 床 面 積 １６０１．５０㎡ 

   用途地域等 第２種住居地域 住宅、店舗等、公共施設、車庫等の建築が可能 

         建 ぺ い 率 ７０％（角地緩和が適用） 

         容  積  率 ３００％ 

         高 度 地 区 第３種高度地区 高さ制限３１ｍ 

         そ の 他 準防火地域、用賀駅周辺地区計画（業務地区） 

 

３ 今後の検討事項等 

 ① 用賀福祉作業所との複合化 

同じ敷地内の用賀福祉作業所（敷地面積２８７．１０㎡、延床面積２５９．６２㎡）と

一体として整備することにより、最大限に土地を活用することが可能であることから、複

合化の可能性について担当所管と協議する。 

エコプラザ用賀の土地

のみでの整備 

敷地面積 ２６３３．９７㎡ 

 最大建築面積  １８４３．８０㎡ 

 最大延床面積  ７９０１．９１㎡（※） 

用賀福祉作業所の土地

と一体での整備 

敷地面積 ２９２１．０７㎡ 

 最大建築面積  ２０４４．７５㎡ 

 最大延床面積  ８７６３．２１㎡（※） 

  ※ 高さ制限や日影制限などは考慮していない理論上の数値 

② エフエム世田谷との複合化 

   現在、エコプラザ用賀の建物内にエフエム世田谷の放送用スタジオ等を設置している。

エフエム世田谷は、世田谷ビジネススクエアビル（用賀４－１０－１）の屋上に放送用ア

ンテナを設置することで放送免許を取得しており、用賀エリアに放送用施設等を置く必要

があることから、引き続き複合化する可能性について担当所管等と協議する。 
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③ 想定する施設機能 

   清掃・リサイクル部各組織の事務室等（管理課・事業課・清掃事務所） 

粗大ごみ中継所 

普及啓発施設（エコプラザ用賀） 

用賀福祉作業所（複合化する場合） 

エフエム世田谷（複合化する場合） 

④ 車両出入口の位置や導線など周辺環境への影響の低減 

 ⑤ 環境に配慮した施設設計（ＺＥＢ） 

 

４ 今後の進め方 

  現在、施設整備に向けた基礎調査を実施しており、その調査結果を踏まえ、令和７年度に

施設整備方針および基本構想（案）を策定する。 

 

５ 今後のスケジュール（予定） 

 令和６年度     基礎調査 

 令和７年度  用賀清掃・リサイクル施設整備方針の策定 

基本構想（案）の策定 

 令和８年度以降 設計・施工 

 

【参考】計画地（世田谷区用賀４－７－１） 

商業施設（スーパー） 

商業施設（オフィスビル） 

商業施設（オフィスビル） 

首都高速道路（用賀料金所） 

住宅 

住宅 

住宅 

エコプラザ用賀 

用賀福祉作業所 
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